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TASK54の経緯

2002 年Task19 ‘Wind Power in
Cold Climates’ 設立

2022年1QまでTask19を継続

2022 年 2Q か ら 2025 年 1Q ま で
Task54として継続

2025年2QからTask54第2フェーズを
4か年計画で開始

2

Task19の成果

寒冷地の風力に関連する一般的な慣行と用
語を推進

多くのTask 19 の取り組みは、業界標準とし
て採用

IEA Wind の出版物や会議で共有

ワークショップを開催

公開ウェビナーを開催

成果物を発表（Webサイトで公開）



TASK54フェーズ2

2024年末までに208 GWの設置容量が見込
まれ、寒冷気候は大きな市場。

寒冷気候の大気条件は、タービン、発電所、電
力網に影響を与える。

産業協力の良好な経験と業界標準が存在。

推奨実践の更新が必要。

欧州、北米、中国、日本での風力産業の活発
な活動。
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＃ 国 機関 概要

1 オーストリア
Energiewerkstatt

Verein
再生可能エネルギーの利
用を研究

2
カナダ Nergica

再生可能エネルギー産業
の応用研究

3 デンマーク DTU Wind Energy
風力発電技術の研究と開
発

4
フィンランド VTT

研究・技術の商業・社会
への活用を促進する研究
機関

5
ドイツ

Fraunhofer IFAM
Fraunhofer IEE

材料技術研究機関
エネルギーシステム研究
機関

6 ノルウェー Kjeller Vindteknikk 風力発電コンサルタント

7
スウェーデン

WindREN
Vattenfall

風力発電コンサルタント
電力会社

8 スイス Meteotest
気象・気候・環境の調
査・分析

9 UK DNV 第三者認証機関



Task54フェーズ2のワークパッケージ
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＃ コンテンツ 内容

1 Operational strategies 風車運用戦略

2 Managing the ice throw risk アイススローリスク管理

3
Wind turbine and blade heating 
performance

風車とブレード加熱性能

4 Offshore wind 洋上寒冷気候

5 Icing events complexity 氷付着イベントの複雑さ

6 Uncertainty 不確実性の検証と改善

7 Climatic wind tunnel validation 気候風洞の検証と校正

8 Dissemination 普及活動



ワークパッケージ１（風車運用戦略）

洋上における運用戦略の策定

寒冷気候における風力タービンの運転は、以下の4つ

のバランスをとる作業です。

• 氷の落下による安全性

• 生産の最適化

• 収益に基づく最適化

• 寿命の維持

業界の経験に基づき、寒冷気候におけるモニタリング

のためのKPIを提案する

運用に関する推奨プラクティス
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ワークパッケージ２（アイススローリスク管理）

各国の現状を整理

• 地域ごとの法律やルールが異なる。

• 各国のリスク管理戦略を収集し、ベ

ストプラクティスを編纂。

• 年間変動の影響や氷投げリスク低

減技術の効果を評価。
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ワークパッケージ３（風車とブレード加熱性能）

ブレード加熱システム

• ブレード加熱性能の評価とオープンソースツールの開発。

• 業界ワークショップを開催し、経験と要件を収集。

7



ワークパッケージ４（洋上寒冷気候）

洋上における寒冷地気候
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• 海氷に関する業界のベストプラクティス

を収集。

• 海上での氷付着の評価と気象モデル

の検証。



ワークパッケージ５（氷付着イベントの複雑さ）

現状の整理

• 氷付着の影響は地域やイ

ベントによって異なる。

• 現在の知識のレビューと将

来の研究ニーズをまとめた

文書を発表予定。
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ワークパッケージ６（不確実性）

IEC標準の更新

• 氷付着に関する不確実性が多く存在。

• 不確実性指標を開発し、IEC標準を

更新。

• 予測フレームワークを構築し、氷付着

の影響を伝達。

着氷クラス
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ワークパッケージ７（気候風洞の検証）

着氷風洞ラウンドロビンベンチマークテスト
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⚫ ラウンドロビンは、一部のケースでは
同等の結果を示したが、すべてのケー
スで同等の結果を示したわけではない。

⚫ 特に空気中の液体水分量に関しては、
校正が課題とみなされた。

⚫ 校正装置は高価で、専門家の使用が必
要である。

⚫ 着氷風洞で液体水分量を測定できる低
コストの汎用校正方法を開発し、試験
を行い、その方法を公開する予定。



ワークパッケージ８（普及活動）

着氷が市場に与える影響
1 - 業界への周知：会議への参加、公開レポート、ソーシャルメ

ディア

2 - 他のタスクとの連携：合同会議（タスク41、51、52）、共

同出版物、プレゼンテーション

3 - 寒冷地市場規模調査（2025～2030年）：タスク54は、

これまでに市場予測を発表し、a) 寒冷地の風力市場の成長を

評価し、b) 以前の予測が達成されたかどうかを検証してきました。

4 - 推奨プラクティスの更新：作業計画の4年目は、新期間

（サブタスク1～7）のすべての作業を活用し、IEA Wind TCP

推奨プラクティス13「寒冷地における風力エネルギー」の更新に充

てられます。この文書の第2版は2017年に発行されており、

2028年（第3版の発行予定年）には、ベストプラクティスは大

幅に進化しているでしょう。

Task54フェーズ2の目標
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• 2028年に推奨実践文書の改訂を予定。

• このフェーズの鍵となるのは、フェーズ2終了時に推奨される

実践文書です。タスク19は2017年にRP 13. 寒冷地に

おける風力エネルギープロジェクトを公開しました。それ以

来、多くの変更があり、一部は古くなっています。



スケジュール
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• 各作業パッケージ

に対する具体的な

成果物と期限を設

定。



日本の取り組み（寒冷地風車の制御戦略）
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寒冷地風車開発の経緯

2011年 インフラ・システム輸出促進調査等委託事業として、独立系統地域における風力発電を利
用したスマートマイクログリッドシステムの導入可能性を調査

2016年 国際エネルギー消費効率化等技術・システム実証事業として、独立電力系統地域における
寒冷地気候に対応した風力発電システムを実証

2017年 エネルギーの消費効率化等に資する我が国技術の国際実証事業として、風力発電システム
を含むエネルギーインフラ実証事業可能性を調査

2021年 エネルギー消費の効率化等に資する我が国技術の国際実証事業として、風力発電システム
を含むエネルギーインフラ実証事業を実施

2022年 IEA Wind Task54開始

寒冷地仕様風車の設計は、IEC61400-1第 4 版附属書 L (委員会草案: 2014 年) および 
GL テクニカル ノート「寒冷地における極度の温度に対する風力タービンの認証 Rev.4 
(2013 年) 」を参照して開発された



日本の取り組み（寒冷地風車の仕様比較）
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項 目 標準仕様 寒冷地仕様 極寒冷地仕様

設計条件（外気温） 15℃ 0℃

風速条件
カットイン 3.0m/s

カットアウト 25m/s 22m/s

停止時ピッチ角 88° 85°

温度仕様
運転温度 -15℃～+45℃ -30℃～+30℃ -35℃～+30℃

停止温度 -20℃～+55℃ -40℃～+40℃ -50℃～+40℃

低温時出力制御 なし -15℃以下 -30℃以下

センサー

風向風速計
風速計：カップ式×2
風向計：矢羽根式×2

超音波風向風速計の併用

気象センサー なし 温湿度計、感雨計 温湿度計、感雨計

着氷センサー なし あり(着氷予測） あり（着氷検出）

材料
タワー

-20℃
(Charpy=27J)

-40℃
(Charpy=27J)

-50℃
(Charpy=27J)

ブレード 普通コーティング 着氷防止コーティング

ヒーティング なし
FANヒータ

低温停止時のヒータON/OFFの切替
え可能

FANヒータ
低温時は常にON

断熱材（ナセルカバー） なし 5cm 8cm

その他 --- ---
非常用発電機

(電源喪失時対策)



日本の取り組み（寒冷地風車の設計）
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• 風車に作用する風荷重は、温度で変化する空気

密度に依存する

• 風車に使用する機械部品のほとんどの温度保証は

-30℃であるため、機器の保護のため室内にヒー

ターや断熱材を設置（図は冷凍庫試験の様子）

風車設計要件（荷重） 風車設計要件（温度）



日本の取り組み（寒冷地風車の気象観測）
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• カップ式や矢羽根式の風況観測機器は凍結する

可能性があるため、超音波風速計を使用

• 積雪と風速の関係を確認した

（図は着氷風洞試験の様子）

• 着氷の可能性を判断するための気象観測機器とし

て、温湿度計や感雨計を追加

• 着氷センサーを追加し、着氷環境を判断

（図は着氷風洞試験の様子）

気象観測機器 着氷検出機器



日本の取り組み
（寒冷地風車の
 運転制御）

風車の荷重設計計算は、気温0℃を基準
として計算されているが、0℃以下で風車を
運転する場合、カットアウト風速の判定基
準を下げることで、風車にかかる荷重を低減
する。また、‐30℃を下回る環境では、定格
出力を下げることで風車荷重を低減する
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日本の取り組み（ブレード塗料試験）
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• 予め選定した4種の塗料より、親水性および撥水

性の試験を実施

• 凍着力は、

付着力試験装置

で計測した

せん断応力

• 塗料3、４が

塗料1、2に比して

20%低い

• 縦軸は試験体に付着した氷の質量。着氷質量は、

塗料3が最も小さい

親水性試験 撥水性試験



日本の取り組み（寒冷地風車の着氷対策）
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• 温湿度計と感雨計を用いて、着氷環境を判断し、

運転を停止する

• 着氷センサーと風速に対する発電出力値およびナ

セル内の加速度計で運転状況を判断する

着氷予測 着氷検出

気温 湿度

雨量強度
着氷条件

適正出力

でない

ブレード

振動を検知

着氷セン

サー

着氷条件



ありがとう
ございました
株式会社駒井ハルテック
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